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人・まち・ふくしマルシェ２０１８
１１月１１日　日曜日　１０時から１５時まで　場所沼隈支所特設会場
詳しくは次号にて
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ボランティアスタッフ募集
事業の概要

内容　南部生涯学習センター管内の地域イベント人・まち・ふくしマルシェ２０１８当日の色々なコーナーの受付や案内など､運営スタッフをお願いします。
日時　１１月１１日日曜日９時集合，１５時１０分本部テント前解散
会場　沼隈支所および特設会場　雨天の場合サンパルホール他
対象　中学生から成人一般おとな
定員　１００人程度
まちパス対象事業５０ポイント児童・生徒・専門学校生・大学生及びその家族が対象
昼食　軽食を準備します
主催　人・まち・ふくしマルシェ実行委員会
説明会　

日時　１０月２７日土曜日１０時から　※ご都合の悪い方は個別に説明します。
場所　沼隈支所４階　大会議室
申込・問合　
締切　１０月２５日木曜日
南部生涯学習センター　電話084-980-7713，7714　FAX　084-987-2382

第３６回 城西校区人権学習講座
第２講座
無縁社会から老人漂流社会へ　取材の現場より
板垣淑子さんNHKプロデューサー

２０１０年社会的反響を巻き起こしたNHKスペシャル『無縁社会』を制作したプロデューサー板垣さんに，高齢者が直面している課題について，これまでの取材をとおして感じたことをお話しいただきます。
１０月２６日金曜日１９時から　手話通訳あり
山手小学校　体育館　
第３講座
地域共生社会をめざす　地域食堂ネットワークの取組
こども食堂からだれでも食堂
川口寿弘さん　鳥取市中央人権福祉センター副所長
１１月３０日金曜日１９時から　手話通訳あり
山手コミュニティセンター　
主催　城西校区人権学習講座実行委員会

問合せ先　南部生涯学習センター　電話084-980-7713

至誠校区人権問題講演会　７月７日西日本豪雨災害のため延期になりました。
かゆいところに手が届いたら
手話で，笑いのバイアフリー

萬屋手話本舗ぷーあんどみー企画　さとう正士さん　三宅寿さん
第一部　手話パフォーマンス　漫才など
第二部　トークタイム　コミュニケーションについて
とき　１２月８日土曜日　１３時３０分から１５時３０分
ところ　ぬまくま市民交流センター沼隈支所４階
手話通訳・要約筆記あります。入場無料です。駐車場は沼隈支所をご利用ください。
主催　南部生涯学習センター　センター人権・社会教育活動事業
共催　熊野学区まちづくり推進委員会　山南学区まちづくり推進委員会
問合せ　電話084－980－7714　　FAX084－987－2382

済美校区人権問題講演会
多様な性を知り，自分らしく生きる
性同一性障害の当事者として伝えたいこと
とき　１０月３１日水曜日　１９時から
ところ　瀬戸コミュニティセンター
講師　高野　晶（たかの　あき）
　トランスジェンダー・アクティビスト，性同一性障害の社会的活動家として，香川県教育委員会のサポートを中心に，小・中・高校や行政機関，県外の大学，企業などで性同一性障害やＬＧＢＴ・セクシュアルマイノリティの理解を広めるための講演活動を続けています。
主催　瀬戸地域民主化推進委員会　津之郷学区人権学習推進委員会
赤坂学区人権学習推進委員会　南部生涯学習センター
問合せ　南部生涯学習センター　電話980－7713　
入場無料　手話通訳あります。

ふくやままちづくり大学フィールドワーク事業
歴史と文化の交差点　歩いて知って伝えよう
　津之郷にある歴史資産や文化を伝承するため町史や散策マップ，看板などを作成した取組みについて聞き，そのマップをもとに学区内で現地学習をします。

日時　１２月１日土曜日９時３０分から１１時３０分
集合場所　津之郷公民館　福山市津之郷町津之郷863－２
駐車場　ＪＡ福山市津之郷支店　福山市津之郷町津之郷1296
定員　３０人　先着順　少雨決行
歩きやすい服装・靴でご参加ください
スケジュール　予定
９時３０分から公民館にて概要説明　
１０時から廃和光寺跡田邊寺
坂部４号古墳　
本谷１号古墳　
本谷砂留　
惣堂明神社・御殿畑
申込み・問合せ先　南部生涯学習センター　電話084－980－7713

報告　イノシシとヒトとの猪口っとイイ関係
　９月８日（土）ぬまくま市民交流センターで，市内でイノシシ対策に取り組まれている，小林努さん（猟友会会員），前田諭志さん（備後ジビエ製作所），国頭敬市さん（割石故郷まもり隊），加藤一郎さん（箕島公民館長）をお招きし，福島悠輔さん（農林水産課）をコーディネーターとして，第１部ではパネルディスカッション，第２部でフリートークを行い，猪との関わり方について学びました。
第１部では，猟友会の活動や，食品としての猪の処理について，また，人里に侵入する猪を地域ぐるみで防ぐ取り組みについての報告を聞きました。
第２部では，参加者からの質問に一つずつ丁寧に答えると共に，猪に関わる情報を教えていただきました。最後に「猪と人との共生」については，困難ではあるが，住み分けすることで活路は切り開けることを異口同音に話されました。
猪と人が住み分けするには，猪にとってわかりやすい壁を作り，人里への侵入をあきらめさせること，さらに侵入しなくなっても放置していたらまた元の状態に戻るので，管理を続ける必要があるそうです。地域の協力のもと辛抱強く継続し猪対策に取り組む先進事例など「ちょこっとイイ」話しが聞けたゼミナールでした。

報告　子ども大学　発見みらいの私　図書館司書は今日も大忙し
この講座は，子どもたちがいろんな学習・体験をすることにより，”みらい”へ向けて具体的なイメージづくりができることを目的として実施しました。
沼隈図書館司書の深坂さんから図書館での仕事，本の貸し出し方法，本の管理などについての話しを聞きました。司書になるためには？の質問には資格も必要だが，心がまえや好奇心が大切。人と接することが好きなこと，と答えられました。その後，本を守るためのカバーを装着する作業も見学しました。
　将来，司書をめざしている参加者からは，「普段見られないところが見られて，よかった」との感想がありました。

情報コラム　出番・居場所・つながりづくり
ふれあい喫茶サロン　ほっこり
瀬戸町の二番組集会所の前を通ると，にぎやかな笑い声が聞こえてくる。高齢の男性が中心だが，子ども連れの若いお母さんも来る。地元だけでなく地元以外からも集まる。
地域のために何かしたい。“ここにきてちょっとおしゃべりしよう”と思える居場所をつくろうと，地域のボランティア仲間でふれあい喫茶サロン「ほっこり」を運営し，今年で４年目を迎える。毎週月曜，午前10時から12時。100円で，コーヒーと茶菓子を出し，のんびり話ができる場を提供している。ボランティアメンバーも今では15人。
利用者たちは笑顔で口々に「ここに来てよかった」「友達が増えた」「知り合いの輪が広がった」と答えた。各テーブルを飾る花々も利用者が持って来てくれたものだ。二番組の地域の結束力を活かして「家でずっと独りきりの人が出ていけるところをつくろう」という思いは昔も今も変わらない「目標はもっと地元の女性たちにも来てもらうこと。」と，リーダーは話された。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。

